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■約 3,５00 台/⽇が開通区間を利⽤ 
○並⾏する国道 106 号を合わせた断⾯交通量の約 56％が川⽬ IC〜⽥の沢 IC を利⽤ 

 
（全⾞交通量） 

交通量（24 時間）  
摘要 開通前 開通後 

国道 106 号 
（川⽬ＩＣ〜⽥の沢 IC の並⾏現道） 

5,800 台 2,800 台  

川⽬ＩＣ〜⽥の沢 IC  3,５00 台  
合計 5,800 台 6,３00 台  

■宮古から盛岡南 IC ⽅⾯へのアクセスが向上 
○川⽬ＩＣ〜⽥の沢 IC の交通の約８割が盛岡南 IC ⽅⾯へ進⾏している。 

開通により盛岡南 IC へのアクセスが向上されました。 
 

 

＜発表記者会：岩手県政記者クラブ、東北専門記者会＞（問い合わせ先） 
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   復興⽀援道路 宮古盛岡横断道路 
都南川⽬道路 川⽬ IC-⽥の沢 IC 間が開通して 
〜宮古から盛岡南ＩＣ⽅⾯へのアクセスが向上しました〜 

 東日本大震災からの復興に向けたリーディングプロジェクトとして事業を進めております、

宮古盛岡横断道路のうち、都南川目道路 川目ＩＣ～田の沢ＩＣ （延長 2.6ｋｍ）が、平成

28 年 3 月 12 日に開通しました。 

 開通後の交通状況をとりまとめましたのでお知らせします。 



都南川目道路（宮古盛岡横断道路）

川目IC～田の沢ICが開通して
（平成２８年３月１２日開通）

①約３,５００台/日が開通区間を利用

②宮古～盛岡南IC間のアクセスが向上

①約３,5００台/⽇が開通区間を利⽤

か わ め

・並⾏する国道106号を合わせた断⾯交通量の約56％が川⽬IC〜⽥の沢
ICを利⽤しています。

▼断⾯交通量の変化

※交通量調査 開通前：Ｈ28.3.1(⽕)、開通後：Ｈ28.4.19(⽕)

②盛岡南IC⽅⾯への交通が約８割
・川⽬IC〜⽥の沢ICを利⽤した交通の約２割が盛岡市街地へ、約8割が
盛岡南IC⽅⾯へ進⾏しております。

た の さ わ

開通後の交通状況
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⾄ 宮古

開通後は
約6割が川⽬IC~
⽥の沢ICを利⽤

（台/⽇）

川⽬IC〜⽥の沢IC
並⾏現道(国道106号)

撮影⽅向
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：国道106号を利⽤するルート ：県道36号((主)上⽶内湯沢線)を利⽤するルート
・⽥の沢IC⼊⼝交差点、国道
106号・県道36号交差点の
交通量調査結果を使⽤
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